
（新）女性活躍企業同盟の取組促進事業【和歌山県】

女性は「結婚・出産に関わらず就労継続」を理想とする割合が高い一方、実
態との間に約15ポイントの乖離がある。また、「男は仕事・女は家庭」という考
え方への否定的意見は男女ともに多数を占めるが、男女間で約13ポイントの
意識差が見られる。
課題として、就業希望の女性がライフステージに応じて就労・キャリア形成でき
る環境整備が必要である。併せて、女性活躍を自分事として捉えにくい男性
の意識及び行動変容を促すことが挙げられる。

地域の実情と課題

県経営者協会、県商工会議所連合会、県中小企業団体中央会、県商工会
連合会、県経済同友会、和歌山大学、和歌山信愛大学、和歌山労働局

連携団体

特に中小企業における参加企業の拡大と取組の可視化推進を図るとともに、
企業間の横展開を強化し、自主的及び継続的な推進体制の定着を通じて
成果創出につなげることが課題である。

女性管理職比率の向上等の成果創出
（ジェンダー平等に基づく職場環境の実現）

今後の課題

組織トップの意識改革を起点とし、ワークショップ等を通じた検証・改善の反復
により企業内の具体的取組（アンコンシャス・バイアス解消や両立環境整備
等）を定着させた。
併せて、プロジェクト再編や産官学連携の強化により参画企業の拡大と取組
の見える化及び横展開が進み、女性管理職比率向上に向けた基盤整備と
ジェンダー平等の職場環境づくりが促進された。

事業の効果

プロジェクトへの参画拡大と表彰、シンポジウムによる好事例の創出及び横展
開を通じて、ジェンダー平等の視点に基づく職場環境整備と意識改革を促進
し、女性をはじめ誰もが活躍できる環境の実現を図る。

目的・目標

既存の「女性活躍企業同盟」をジェンダー平等の視点で再編し、表彰・交
流・実践の循環により好事例を創出・横展開することで、企業の主体的な取
組と男性を含めた意識改革を同時に促進する点が特徴。

事業の特徴

個別事業費 １,０７５ 千円

交付金額 ５３７ 千円

事業番号 １

【枠組み】
わかやまジェンダー平等

プロジェクト

【取組】
表彰、シンポジウム、

ワークショップ

【プロセス】
課題の可視化⇒実践

⇒検証

【アウトプット】
好事例の創出、蓄積

【展開】
登録団体へ横展開

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

(新)女性活躍企業同盟
参加企業・団体数

800
(アウトカム)

383
(R8年2月
時点)

48％

事業
KPI

ジェンダー平等推進に取
り組む企業等の表彰数

３者
（アウトプット）

３者 100％

シンポジウム参加者数
50名

(アウトプット)
60名 120％

課題１

参加企業の
拡大

課題２

取組の可視化
推進

課題３

横展開の強化
課題４

自走化の促進



事業の概要

（新）女性活躍企業同盟の取組促進事業

プロジェクトへの参画拡大と表彰、シンポジウムによる好事例の創出及び
横展開を通じて、ジェンダー平等の視点に基づく職場環境整備と意識
改革を促進し、女性をはじめ誰もが活躍できる環境の実現を図る。

わかやまジェンダー平等プロジェクトへの登録促進

登録要件 ①県内で事業活動を行う企業団体
    ②ジェンダー平等（女性活躍を含む）に向けた取組を積極

的に行う企業団体
  ③当組織企画イベントへ積極的に参加する企業団体
  ④代表者、役員等が暴力団員又は暴力団若しくは暴力団

員と密接な関係を有する者ではないこと

わかやまジェンダー平等プロジェクトシンポジウム

開催日：令和７年11月4日（火）
参加者数：60名
内容：◎他の模範となるジェンダー平等推進に係る取組表彰

   ◎基調講演 講師：国立女性教育会館
理事長 萩原 なつ子 氏

 ◎ワークショップ※
ファシリテーター：株式会社ワーク・ライフバランス

大畑 愼護 氏

ワークショップの開催

開催日：（キックオフ）令和７年6月25日（水）
（※第１回）11月4日（火）（第2回）12月9日（火）
（第3回）令和８年2月25日（水）

参加者数>第1回：15名、第2回：14名、第3回：18名

結果・実績

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

(新)女性活躍企業同盟
参加企業・団体数

800
(アウトカム)

383
(R8年2月
時点)

48％

事業
KPI

ジェンダー平等推進に取
り組む企業等の表彰数

３者
（アウトプット）

３者 100％

シンポジウム参加者数
50名

(アウトプット)
60名 120％

ワークショップインタビュー記事の作成

実際に参加した企業にインタビューを実施し、

現場でどのような気づきがあり、どのような
変化につながったのか記事を作成し、県
内業団体に横展開を図った。

各記事はこちら


	スライド 1
	スライド 2

